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病虫害は少ない。 

地下茎を伸ばすため、仕切りを設け生育

範囲を決めるとよい。古いタケを切除し

新旧交代する。鬱蒼（うっそう）として

きたら、頭を止め、枝葉を透かして特徴

ある稈がよく見えるようにするとよい。 

特徴ある四角い稈がよく見える配植がお

薦め。湿気を好むため、根付くまで充分

水を与え乾燥しないようにする。また、

滞水すると根腐れしやすい。下部の節周

りに先の尖った気根を伸ばすので注意。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ◎ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

稈（かん）が変わった形をしてるタケは、他に

キッコウチク（亀甲竹）、ラッキョウチクなど

がある。 

Memo 

茎に相当する稈（かん）の断面が、四角形をし

ている。この形が珍しいことから庭園の添景に

利用される。庭園、坪庭、路地に５株ほどまと

めて配植するとリズミカルに納められる。筍

（たけのこ）が出現するのは初秋であるのも変

わっている。関東以西の温暖地で配植できる。 
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シホウチク  [ 四方竹 ]  


